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先進事例研修の様子

「アグリカフェ」の様子

（1）

　

稲
敷
地
域
青
年
農
業
士
会
で
は
、
会

員
の
経
営
力
向
上
の
た
め
の
先
進
事

例
研
修
会
や
稲
敷
地
域
の
農
業
発
展

を
図
る
た
め
、
就
農
啓
発
を
目
的
と

し
た
農
業
高
校
生
と
の
交
流
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
〇
年
は
、
愛
知
県
に
お
い

て
先
進
事
例
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

十
四
品
種
の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
自
社

ハ
ウ
ス
内
で
ト
マ
ト
狩
り
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
な
が
ら
消
費
者
交
流
を
大

事
に
し
て
い
る
石
原
農
園
や
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
レ
ン
コ
ン
の
薬
剤
散
布
試

験
を
行
っ
て
い
る
堀
田
農
園
と
Ｊ
Ａ

あ
い
ち
海
部
れ
ん
こ
ん
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
海
部
れ

ん
こ
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ン
テ
ナ

で
レ
ン
コ
ン
が
出
荷
さ
れ
、
規
格
毎

に
選
別
、
計
量
を
通
じ
て
箱
詰
め
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

レ
ン
コ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
青
年
農

業
士
も
多
く
、
効
率
的
な
栽
培
管
理

や
出
荷
体
制
の
参
考
に
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

農
業
高
校
生
と
の
交
流
会
で
は
、
江

戸
崎
総
合
高
校
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
系

列
の
生
徒
三
〇
名
を
対
象
に
「
い
な

し
き
ア
グ
リ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
青
年
農
業
士
が
作
成
し
た
自
己

紹
介
シ
ー
ト
を
基
に
、
生
徒
が
質
問

を
す
る
形
で
交
流
し
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は
、
ど
れ
く
ら
い
経
費
が
か
か

る
か
な
ど
の
農
業
経
営
の
実
態
、
朝

の
作
業
開
始
時
間
や
休
日
の
過
ご
し

方
な
ど
農
家
生
活
に
関
す
る
質
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
青
年

農
業
士
か
ら
は
「
生
徒
か
ら
積
極
的

に
質
問
が
あ
り
、
と
て
も
農
業
に
興

味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。」
と
い

う
感
想
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
い
な

し
き
ア
グ
リ
カ
フ
ェ
」
は
今
年
度
も

開
催
予
定
で
す
。

　

稲
敷
地
域
青
年
農
業
士
会
は
、
今

後
も
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指

し
て
、
経
営
力
向
上
に
向
け
た
研
修

会
や
担
い
手
育
成
活
動
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

稲
敷
地
域
青
年
農
業
士
会
の

活
動
を
ご
紹
介



　

近
年
、
イ
ネ
縞
葉
枯
病
の
発
生
が

県
内
各
地
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
被

害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ネ
縞
葉
枯
病
は
、
ヒ
メ
ト
ビ
ウ

ン
カ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。

発
病
株
は
葉
に
黄
白
色
の
縞
状
の
病

斑
が
生
じ
ま
す
。
生
育
初
期
に
発
病

す
る
と
枯
れ
上
が
り
、
出
穂
前
に
発

病
す
る
と
穂
が
出
す
く
ん
で
籾
が
不

稔
と
な
り
、
減
収
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
病
気
の
発
生
源

で
あ
る
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
を
防
除
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
育
苗
箱
施
薬

は
六
月
中
旬
頃
の
本
田
散
布
に
よ
る

初
期
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
水
田
周
辺
の
イ
ネ
科
雑
草

は
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
の
生
息
場
所
で

す
。
畦
畔
の
草
刈
り
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　

収
穫
後
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

発
病
株
の
刈
り
株
か
ら
伸
び
だ
す
ひ

こ
ば
え
に
も
、
縞
葉
枯
病
の
病
徴
が

現
れ
ま
す
。
こ
の
ひ
こ
ば
え
は
ヒ
メ

ト
ビ
ウ
ン
カ
の
生
息
・
越
冬
場
所
に

も
な
る
た
め
、
病
害
発
生
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
収
穫
後
は
早
め
に
耕
起

し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
冬
ど
り
の
作
型
で
は
育
苗
期
が

高
温
と
な
り
ま
す
。
灌
水
や
温
度
管

理
に
注
意
し
、
が
っ
ち
り
と
し
た
良

い
苗
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

育
苗
容
器
：
１
２
８
穴
ト
レ
イ

育
苗
日
数
：
２０
～
２５
日
（
本
葉
３
～
４

枚
く
ら
い
で
定
植　

図
１
）

発
芽
適
温
：
２０
～
２５
℃
。
軒
下
等
涼
し

い
場
所
で
発
芽
さ
せ
る
。

播
種
方
法
：
割
り
箸
等
で
深
さ
８
㎜

程
度
の
穴
を
開
け
、
１
穴
に
１
粒
。

　

播
種
後
は
、
種
子
の
２
倍
の
厚
さ

に
な
る
よ
う
に
覆
土
し
、
ト
レ
イ
底

面
か
ら
水
滴
が
垂
れ
る
程
度
に
た
っ

ぷ
り
潅
水
し
ま
す
。

発
芽
ま
で
の
管
理
：
発
芽
ま
で
は
表

面
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
ト
レ
イ
を

重
ね
て
発
芽
さ
せ
ま
す
（
図
２
）。
一

番
上
に
は
新
聞
紙
等
を
か
け
て
お
き

ま
す
。
２
～
３
日
で
発
芽
が
始
ま
っ

た
ら
、
光
の
弱
い
夕
方
に
ト
レ
イ
を

広
げ
ま
す
（
遅
れ
る
と
徒
長
し
ま
す
）。

育
苗
場
所
：
育
苗
は
風
通
し
が
良
く
、

西
日
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
で
行
い

ま
す
。
露
地
の
場
合
は
、
雨
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
用
意

を
し
て
お
き
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
や
た
る
木
の
上
に
置
い

て
、
高
床
で
育
苗
し
ま
す
（
図
３
）。

根
が
ト
レ
イ
外
へ
出
る
の
を
防
止
し
、

根
鉢
の
形
成
を
促
し
ま
す
。

高
温
対
策
：
ハ
ウ
ス
内
で
育
苗
す
る

場
合
は
、
サ
イ
ド
等
を
開
放
し
ま
す
。

気
温
が
３０
℃
以
上
に
な
る
時
は
、
寒

冷
紗
（
シ
ル
バ
ー
や
白
色
で
遮
光
率

３０
％
前
後
の
も
の
）
で
遮
光
し
ま
す

（
徒
長
防
止
の
た
め
、
遮
光
を
行
う
際

は
、
晴
天
時
の
９
時
～
１５
時
を
目
安

と
し
ま
す
）。

灌
水
：
潅
水
は
基
本
的
に
は
朝
に
行

い
ま
す
が
、
乾
燥
が
激
し
い
時
は
日

中
に
も
行
い
ま
す
。
夕
方
以
降
は
土

の
表
面
が
や
や
乾
い
て
い
る
よ
う
に

し
ま
す
（
夜
間
に
土
が
過
湿
だ
と
苗

が
徒
長
し
ま
す
）。

　

定
植
２
日
程
度
前
か
ら
、
徐
々
に

潅
水
を
控
え
、
十
分
な
光
を
与
え
外

気
に
慣
ら
し
ま
す
。

防
除
：
害
虫
防
除
の
た
め
、
育
苗
箱

に
粒
剤
や
、
潅
注
剤
の
施
用
を
行
い

ま
す
。

図１ 定植直後の苗

葉の退緑症状

ひこばえの病徴

穂の出すくみ症状

図２ 播種から発芽まで

図３ 発芽後

（2）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
育
苗
に
つ
い
て

イ
ネ
縞
葉
枯
病
に
注
意
！



　

平
成
三
〇
年
度 

茨
城
県
農
業
青
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
会
に
お
い

て
、「
農
と
福
祉
に
架
け
る
橋
～
農

福
連
携
の
取
組
に
つ
い
て
～
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
当
会
の
活
動
を
発
表
し
、

茨
城
県
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会 

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
発
表
者
の
鎌
田
さ
ん
の
就
農
の

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
、
農
業
の
作
業

療
法
的
側
面
を
活
か
し
た
障
が
い
者

へ
の
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
ず
、
障
が
い
者
に
農
作
業
を
経

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
カ
ン
シ
ョ
の
植
付
け
等
を
行
い
、

障
が
い
者
の
反
応
や
感
想
を
き
き
ま

し
た
。
ま
た
、
福
祉
事
業
所
の
体
験

活
動
へ
の
需
要
、
受
け
入
れ
農
場
の

対
応
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
福
祉
事
業
所
の
農
業
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
農
場
側
に
は
、

福
祉
関
係
と
い
う
新
た
な
販
路
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
一

連
の
農
作
業
を
障
が
い
者
一
人
で
行

う
と
、
疲
労
に
よ
り
作
業
精
度
が
バ

ラ
つ
く
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
障
が
い
者
の
作
業
体
系

の
検
証
の
た
め
、
落
花
生
の
播
種
か

ら
収
穫
ま
で
の
分
業
に
よ
る
疲
労
の

低
減
、
精
度
向
上
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
作
業
の
分
業
化
に
よ
り
、

発
芽
率
が
向
上
し
、
収
穫
作
業
の
効

率
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
体
験
活
動
は
福
祉
事
業
所
か

ら
高
い
要
望
が
あ
り
、
農
場
側
が
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
作
業
を
割
り

当
て
る
こ
と
で
農
業
が
障
が
い
者
雇

用
の
場
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
農
場

側
で
は
、
障
が
い
者
に
適
し
た
作
業

環
境
の
提
供
、
危
険
を
伴
う
作
業
へ

の
対
応
、
経
済
性
や
行
政
機
関
の
継

続
的
な
支
援
と
い
っ
た
課
題
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
、
農

福
連
携
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、「
適
用
農

作
物
」「
使
用
量
・
希
釈
倍
数
」「
使

用
時
期
」「
成
分
の
総
使
用
回
数
」
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
間
違
っ

た
使
用
を
す
る
と
農
薬
取
締
法
違
反

に
な
る
の
で
、
使
用
前
に
必
ず
確
認

し
、
誤
っ
た
使
用
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
適
用
農
作
物
」
は
、
ト
マ
ト
と
ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
大
き
さ
が
違
う
も
の

や
、
ダ
イ
ズ
と
エ
ダ
マ
メ
な
ど
収
穫

時
期
が
違
う
も
の
で
は
農
薬

の
登
録
上
、
別
作
物
の
扱
い

に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
別
表

参
照
）。

　
「
使
用
量
・
希
釈
倍
数
」
は
、

同
一
農
薬
で
も
、
使
用
時
期

に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
「
使
用
時
期
」
は
、
収
穫
前

日
数
な
ど
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
成
分
の
総
使
用
回
数
」
は
、

基
本
的
に
、
は
種
の
準
備
作

業
か
ら
収
穫
終
了
ま
で
を
一

作
と
考
え
、
そ
の
間
の
回
数

を
数
え
ま
す
。
有
効
成
分
ご

と
の
ほ
か
に
、
製
品
で
の
使

用
回
数
に
も
制
限
が
あ
る
の
で
、
使

用
回
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
薬
を
使
用
し
た
ら
毎
回

必
ず
タ
ン
ク
だ
け
で
な
く
ホ
ー
ス
、

ノ
ズ
ル
も
良
く
洗
浄
し
、
次
に
使
う

時
に
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

農
薬
使
用
後
は
、
ほ
場
ご
と
に
、

何
の
作
物
（
作
物
名
）
に
、
何
（
農

薬
名
）
を
い
つ
（
使
用
日
）
ど
の
よ

う
に
使
用
し
た
か
を
、
記
録
し
、
後

か
ら
見
直
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

す
。

農
薬
は
、
正
し
く
責
任
を

　

も
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
～

龍
ヶ
崎
し
ん
り
ょ
く
会
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表
し
ま
し
た

大作物群 中作物群 小作物群 作物名 作物名に含まれる別名，地方名等

野菜類

根菜類 畑地根菜類
しょうが 根しょうが
葉しょうが やなかしょうが，筆ショウガ

豆類（種実）
いんげんまめ
えんどうまめ
だいず

豆類（未成熟）

えだまめ
さやいんげん ヒラザヤインゲン，モロッコインゲン
さやえんどう スナックえんどう，スナップエンドウ
実えんどう グリーンピース

なす科果菜類

トマト
ミニトマト

ピーマン及び
とうがらし類

ししとう
とうがらし
ピーマン カラーピーマン，オランダパプリカ
キャベツ チリメンキャベツ，サボイキャベツ
芽キャベツ プチブェール
ブロッコリー
茎ブロッコリー スティックセニョール
たまねぎ
葉たまねぎ
ヤングコーン ベビーコーン

穀類 とうもろこし
とうもろこし（子実）
未成熟とうもろこし スィートコーン

（3）

適用農作物の例（一部抜粋）



（4）

令
和
元
年
度 

稲
敷
地
域

農
業
学
園
を
開
催
し
ま
す
！

農
業
大
学
校
の

　

紹
介
・
学
生
募
集

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
が

始
ま
り
ま
す

普
及
セ
ン
タ
ー
新
体
制

　

稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
業
を
始
め
て
数
年
の

方
を
対
象
に
、
農
業
学
園
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
栽
培
関
係
等
の
基
礎
的

な
技
術
に
関
す
る
講
座
の
ほ
か
、
同

年
代
の
農
業
者
と
情
報
交
換
・
交
流

で
き
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
担
当
：
千
ヶ
崎
）

電　

話
：
〇
二
九-

八
九
二-

二
九
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
九-

八
九
二-

六
六
八
四

　

茨
城
県
で
は
、
農
業
技
術
向
上
に

意
欲
的
な
方
や
農
業
を
始
め
て
間
も

な
い
方
な
ど
、
幅
広
い
方
を
対
象
に

総
合
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、
産
学
官
が
連
携
し
て
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
三
十
四
講
座
が
開
催
さ

れ
、
受
講
者
は
目
的
に
応
じ
て
自
由

に
選
択
し
て
受
講
で
き
ま
す
。
講
座

へ
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先 

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局

電　

話
：0299-45-8321

Ｆ
Ａ
Ｘ
：0299-45-8350

https://w
w

w
.agriacadem

y.pref.
ibaraki.jp/

セ
ン
タ
ー
長 

横
田
国
夫 (

経
営
及
び
流
通)

【
経
営
課
】

課
長 

矢
島
め
ぐ
み (

花
き
経
営)

係
長 

吉
田
茂
紀 (

庶
務)

専
門
員 

小
笠
原
好
教 (

畜
産
経
営)

主
任 

本
田
亜
利
紗 (

経
営
及
び
流
通)

技
師 

千
ヶ
﨑
拓
也 (

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス)

【
地
域
普
及
第
一
課
】

課
長 

住
谷
敏
夫 (

作
物
経
営)

専
門
員 

村
﨑
幸
枝 (

野
菜
経
営)

専
門
員 

山
邉
あ
ず
さ (

野
菜
経
営)

主
任 

池
田
千
亜
紀 (

作
物
経
営)

主
任 

佐
藤
潤
次 (

作
物
経
営)

技
師 

安
田
丈
洋

嘱
託
員 

佐
藤
由
衣

嘱
託
員 

坂
本
敏
光

【
地
域
普
及
第
二
課
】

課
長 

鈴
木
結
花 (

野
菜
経
営)

専
門
員 

垪
和
由
佳
理 (

野
菜
経
営)

専
門
員  

遠
藤
千
尋 (

作
物
経
営)

専
門
員 

野
村
美
智
子 (

野
菜
経
営)

技
師 

四
宮
佑
奈 (

花
き
経
営)

嘱
託
員 

山
本
喜
美

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月

各
講
座
内
容
（
予
定
）

6

開
講
式

（
先
輩
農
業
者
講
話
・
視
察
）

7

水
稲
講
座
（
広
域
）

8

ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

10

簿
記
講
座

11

ス
ガ
ノ
農
機
（
株
）
見
学

1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
発
表

先
輩
農
業
者
と
の
交
流
会

2

土
づ
く
り
・
閉
講
式

開
設
講
座
（
一
部
抜
粋
）

・
新
設
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ2019

（
８
月
上
旬
）

・
法
人
化
促
進
講
座
（
４
回
）

・
新
設
農
業
法
人
等
従
業
員
育
成
講
座
（
３
回
）

・
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
講
座(

２
回)

・
生
産
環
境
管
理
講
座
（
土
壌
３
回　

病
害
虫
・
植

物
保
護
５
回
）

・
新
設
鳥
獣
被
害
対
策
講
座
（
４
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

そ
の
他
の
講
座
に
つ
い
て
は
い
ば
ら
き
農
業
ア
カ

デ
ミ
ー
で
検
索

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
高
校
等

卒
業
者
（
若
し
く
は
見
込
者
）
を
対

象
に
農
業
部
（
農
学
科 

四
○
名
・
畜

産
学
科 

一
○
名
）、
園
芸
部
（
園
芸
学

科 

三
○
名
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

一
年
生
は
全
寮
制
で
、
二
年
生
は
希

望
入
寮
制
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
大
学
校
卒
業
者
、
短

期
大
学
等
の
卒
業
者
（
若
し
く
は
見

込
者
）
を
対
象
と
し
て
、
研
究
科
一

○
名
を
募
集
し
ま
す
。

◆
入
学
願
書
の
受
付
期
間

◎
推
薦
入
学
（
各
学
科
）

令
和
元
年
九
月
三
十
日
～
十
月
十
八
日

◎
一
般
入
学
・
前
期
（
各
学
科
）

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
六
日

◎
一
般
入
学
・
後
期
（
各
学
科
）

令
和
二
年 

二
月
三
日
～ 
二
十
一
日

◎
研
究
科

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
六
日

◆
問
合
せ
先 

県
立
農
業
大
学
校

電　

話
：
〇
二
九-

二
九
二-

〇
〇
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
九-

二
九
二-

〇
九
〇
三

◆
農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

soshiki/nourinsuisan/nodai/

茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
検
索
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